
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～たかのす校地域支援だより～ 

 

第３号 

令和７年１１月６日発行 

秋田県立比内支援学校たかのす校 

地域支援部 

たかのす校を会場に、合川小学校４年生と

たかのす校小学部児童で交流を行いました。

たかのす校の児童が考えて準備したゲーム

を、一緒に楽しみました。最初は互いに緊張し

ている様子でしたが徐々に打ち解け、誘い合

ったり言葉を掛け合ったりしながら、たくさん

関わり合う姿が見られました。 

鷹巣中学校の２年生とたかのす校中

学部生徒で、ボッチャ交流を行いました。 

白熱したボッチャの試合が繰り広げら

れ、互いに声援を送ったりアドバイスし合

ったりする場面がたくさん見られました。 

交流の事前学習として、たかのす校の職
員が合川小学校・鷹巣中学校に出向き、出
前授業を行いました。小学校では、たかのす
校との交流に向け、どのように関わったらよ
いか考えたり、関わり方を体験したりする内
容を行いました。中学校では、交流の事前学
習と関連させながら、障害の特性に関するこ
とや合理的配慮について等、障害理解に関

する内容も取り入れました。 

出前授業で 

使用した 

スライドの一部 

 

みんなで風船バレー 
風船を落とさないように、
声を掛け合いました 

手作りのプレゼント 
ゲームを楽しんだ
後に、手作りのプレ
ゼントを渡しました 

 

 

 

 
ボッチャ 

よくねらって投げています 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  進路に関する学習や情報等についての相談、要望が増えていることをふまえ、たかのす校で

実施している将来につながる学習を紹介します。今回は１０月に実施した中学部後期校内実習

に関する取組について紹介します。 

たかのす校の学習紹介 ― 将来につながる学習 ― 

 秋田県立比内支援学校たかのす校 

担当： 副 校 長   佐藤   大 
地域支援部主任  伊藤 綾華 

〒 ０１８－３４５２ 

北秋田市七日市字家向４９の内 

                      ＴＥＬ：０１８６－６６－２１２８  

                         ＦＡＸ：０１８６－６０－２１０２ 

                    Ｅーｍａｉｌ：takanosu-s@akita-pref.ed.jp 

 

中学部、高等部の実習の様子や進路に関することについて

は、たかのす校進路指導部報「鷹乃学習（たか すなわち 

わざをなす）」でも紹介しています。たかのす校ホームペー

ジに掲載していますので、ぜひご覧ください。 

 

 

 

 

教育相談、 

学校見学、 

体験学習等 

随時受け付けて

おります。 

中学部では、実習にあたり以下の
「３つのきまり」を大事にしており、この
「３つのきまり」に沿って一人一人が目
標を立てています。 

目標設定 結団式、報告会 

 一人一人の目標を実習結団式で、実習終了後
には成果と課題を報告会で発表します。式に参加
する際の身だしなみや態度はもちろんですが、聞
くときの姿勢や態度などにも注意し、どちらの式に

も緊張感をもって臨んでいます。 

実習期間中は普段の日課とは異な
り、特別な日課となります。１日を通し

て作業ができる体力や集中力、休憩
の過ごし方などを身に付けます。 

実習の日課 

実習終了後、目
標に関してどうで
あったか、実習の
取組を振り返って
成果と課題をまと
めます。 
課題については、
実習後に改善で
きるよう、今後ど
のような行動をす
ればよいのか具
体的に考えます。 

振り返り 


